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指数の低下に寄与した項目をみると、福岡県、大分県では消費分野、雇用分野の低下の影響が大きい。山口

県は生産分野、雇用分野の低下がよりマイナスに寄与している。一方、指数の水準が九州のなかで比較的高い

長崎県、熊本県、鹿児島県は、消費分野、雇用分野は他県と同様にマイナスに寄与しているが、生産分野の低

下寄与が小さい傾向がある。
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羅している。このことにより、的確に地域の景気動向を把握することができ、さらに、都道府県間、地域間での比較が

詳細は下記レポートを参照されたい。 

・松嶋慶祐、三井栄「ＣＩ手法の応用による九州地域の景

は、機械学習を用いた線形回帰モデルを用いて、都道府県

データ（気温や降水量）など、景気の動向に影響を与えると想定されるデータを説明変数として投入し、機械学習によ

CI は全国、地域ブロック、九州地域（九州、沖縄県、山口県）の県別値のみ推計し

詳細は下記レポートを参照されたい。 

・松嶋慶祐「日次データと機械学習の活用による景気予測」九州経済調査月報

月 4月
91.6 89.4
89.3 88.6
69.7 71.2
75.8 60.3
75.4 73.7
89.1 87.1

105.1 103.9
79.5 72.4
76.6 76.7
92.4 94.4
75.6 72.7

予測
2015年＝100）

月以降は予測 CI 

）は、生産、雇用など様々な経済活動での重要かつ景気に敏感に反応する指標の動きを統合するこ

とによって、景気の現状把握を行うための総合指数である。九経調が公表している都道府県

の作成方法を踏襲し、さらに都道府県・地域で共通する指標を用いつつ、景気変動を反映する主要分野の動向を網

羅している。このことにより、的確に地域の景気動向を把握することができ、さらに、都道府県間、地域間での比較が

・松嶋慶祐、三井栄「ＣＩ手法の応用による九州地域の景気分析と景気予測の可能性」九州経済調査月報

は、機械学習を用いた線形回帰モデルを用いて、都道府県

データ（気温や降水量）など、景気の動向に影響を与えると想定されるデータを説明変数として投入し、機械学習によ

は全国、地域ブロック、九州地域（九州、沖縄県、山口県）の県別値のみ推計し

・松嶋慶祐「日次データと機械学習の活用による景気予測」九州経済調査月報

5月 6月
80.5 70.9
75.2 65.8
56.4 50.0
47.7 39.0
67.2 51.7
86.3 80.9
92.4 77.9
58.1 51.5
66.8 62.5
86.2 80.7
68.9 60.8

予測CI

 

）は、生産、雇用など様々な経済活動での重要かつ景気に敏感に反応する指標の動きを統合するこ

とによって、景気の現状把握を行うための総合指数である。九経調が公表している都道府県

の作成方法を踏襲し、さらに都道府県・地域で共通する指標を用いつつ、景気変動を反映する主要分野の動向を網

羅している。このことにより、的確に地域の景気動向を把握することができ、さらに、都道府県間、地域間での比較が

気分析と景気予測の可能性」九州経済調査月報

は、機械学習を用いた線形回帰モデルを用いて、都道府県 CI を予測したものである。経済指標のほか、気象

データ（気温や降水量）など、景気の動向に影響を与えると想定されるデータを説明変数として投入し、機械学習によ

は全国、地域ブロック、九州地域（九州、沖縄県、山口県）の県別値のみ推計し

・松嶋慶祐「日次データと機械学習の活用による景気予測」九州経済調査月報

月
2020年

1月
70.9 0.4
65.8 2.5
50.0 2.8
39.0 0.6 ▲ 
51.7 ▲ 2.0
80.9 7.5
77.9 ▲ 3.3 ▲ 
51.5 1.7
62.5 7.9
80.7 ▲ 1.8
60.8 1.2

都道府県

）は、生産、雇用など様々な経済活動での重要かつ景気に敏感に反応する指標の動きを統合するこ

とによって、景気の現状把握を行うための総合指数である。九経調が公表している都道府県

の作成方法を踏襲し、さらに都道府県・地域で共通する指標を用いつつ、景気変動を反映する主要分野の動向を網

羅している。このことにより、的確に地域の景気動向を把握することができ、さらに、都道府県間、地域間での比較が

気分析と景気予測の可能性」九州経済調査月報

を予測したものである。経済指標のほか、気象

データ（気温や降水量）など、景気の動向に影響を与えると想定されるデータを説明変数として投入し、機械学習によ

は全国、地域ブロック、九州地域（九州、沖縄県、山口県）の県別値のみ推計し

・松嶋慶祐「日次データと機械学習の活用による景気予測」九州経済調査月報 2020 年 1 月号

2月 3月
▲ 2.0 ▲ 1.6
▲ 7.1 ▲ 1.5
▲ 0.4 ▲ 16.4

▲ 12.6 0.0
3.5 ▲ 8.5

▲ 4.6 ▲ 5.2
▲ 10.2 ▲ 2.6
▲ 2.9 ▲ 7.6
▲ 9.4 ▲ 10.0
▲ 4.6 ▲ 6.3
▲ 6.4 ▲ 8.1

都道府県CI
前月比

）は、生産、雇用など様々な経済活動での重要かつ景気に敏感に反応する指標の動きを統合するこ

とによって、景気の現状把握を行うための総合指数である。九経調が公表している都道府県 CI は、内閣府が公表する

の作成方法を踏襲し、さらに都道府県・地域で共通する指標を用いつつ、景気変動を反映する主要分野の動向を網

羅している。このことにより、的確に地域の景気動向を把握することができ、さらに、都道府県間、地域間での比較が

気分析と景気予測の可能性」九州経済調査月報

を予測したものである。経済指標のほか、気象

データ（気温や降水量）など、景気の動向に影響を与えると想定されるデータを説明変数として投入し、機械学習によ

は全国、地域ブロック、九州地域（九州、沖縄県、山口県）の県別値のみ推計し

月号 

月 4月
6 ▲ 2.4
5 ▲ 0.8 ▲ 
4 2.2 ▲ 

0.0 ▲ 20.4 ▲ 
5 ▲ 2.3
2 ▲ 2.3
6 ▲ 1.1 ▲ 
6 ▲ 9.0 ▲ 
0 0.2 ▲ 
3 2.2
1 ▲ 3.8

予測
前月比（％）

3 

）は、生産、雇用など様々な経済活動での重要かつ景気に敏感に反応する指標の動きを統合するこ

は、内閣府が公表する

の作成方法を踏襲し、さらに都道府県・地域で共通する指標を用いつつ、景気変動を反映する主要分野の動向を網

羅している。このことにより、的確に地域の景気動向を把握することができ、さらに、都道府県間、地域間での比較が

気分析と景気予測の可能性」九州経済調査月報 2019 年 11

を予測したものである。経済指標のほか、気象

データ（気温や降水量）など、景気の動向に影響を与えると想定されるデータを説明変数として投入し、機械学習によ

は全国、地域ブロック、九州地域（九州、沖縄県、山口県）の県別値のみ推計し

5月 6月
▲ 9.9 ▲ 12.0

▲ 15.1 ▲ 12.5
▲ 20.8 ▲ 11.4
▲ 21.0 ▲ 18.2
▲ 8.8 ▲ 23.1
▲ 0.9 ▲ 6.2

▲ 11.1 ▲ 15.7
▲ 19.7 ▲ 11.4
▲ 13.0 ▲ 6.4
▲ 8.7 ▲ 6.3
▲ 5.2 ▲ 11.7

予測CI

 

 

）は、生産、雇用など様々な経済活動での重要かつ景気に敏感に反応する指標の動きを統合するこ

は、内閣府が公表する

の作成方法を踏襲し、さらに都道府県・地域で共通する指標を用いつつ、景気変動を反映する主要分野の動向を網

羅している。このことにより、的確に地域の景気動向を把握することができ、さらに、都道府県間、地域間での比較が

を予測したものである。経済指標のほか、気象

データ（気温や降水量）など、景気の動向に影響を与えると想定されるデータを説明変数として投入し、機械学習によ

は全国、地域ブロック、九州地域（九州、沖縄県、山口県）の県別値のみ推計し

月
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